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ごあいさつ　　名鉄看護専門学校　学校長　杉浦　宏紀　
　当校は 3 年課程の看護専門学校として昭和 41 年に開校し、平成 27
年４月に第50回生の入学を迎えました。これも地域の方々、名古屋鉄道、
名鉄病院、講師の方々のお力によるものです。心より深く感謝申し上げ
ます。
　1565 名を数える卒業生は、隣接する名鉄病院を始め、多くの医療施
設で看護師として活躍しています。認定看護師や学校教員など専門の道
を歩む者もいます。
　今後、超高齢化社会に於いて看護師の役割は今以上に重要かつ広範囲
になります。時代に合った知識と技量をもち、常に「自ら学び続ける看
護師」の育成を本校は目指しています。今後も一層のご支援、ご指導を
賜りますようお願い申し上げます。

平成２７年　初夏号
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看護学校のご紹介
　看護は、人の生死・病苦・誕生など人生の中の喜びや苦しみに寄
り添い、その人らしく最良の状態で日常生活を過ごすことができる
ように支援します。そして、患者様の人生の一部を共有することに
もなる素晴らしい仕事です。その重要な役割を担うためには、看護
に関する専門知識と技術、人間・生命の尊厳を護る倫理的態度、人
の痛みや喜びを感じとれる豊かな感性が必要です。本校では、ロゴ
マークにも象徴されるように、学生の看護の希望の芽を大切に育み
ながら、教職員が責任と使命感をもって熱心に対応しております。
国家試験対策にも力を入れ、合格率ほぼ 100％の高い水準にありま
す。また、隣接する名鉄病院と連携した恵まれた学習環境の下、医
療現場の最前線の空気を肌で感じながら看護師としての自覚と責任
感を育てております。
　今後も、地域社会に貢献できる看護実践者を育成することを使命
として邁進して参ります。

准看護婦学校開校
高等看護学院（２年課程）を併設
助産婦学院開校
准看護婦学校閉校
高等看護学院（３年課程）開校
助産婦学院閉校
高等看護学院（２年課程）閉校
専修学校制度により「看護専門学校」となる
新校舎竣工
「名鉄病院付属看護専門学校」から
「名鉄看護専門学校」と名称を変更
情報科学室（パソコン設置）新設
在宅看護論実習室新設

歴 史
昭和３５年４月
昭和３８年９月
昭和４０年４月
昭和４１年３月
昭和４１年４月
昭和４３年３月
昭和４５年８月
昭和５１年４月
平成　元年４月
平成　３年４月

平成　９年 12月
平成１０年３月

名鉄看護専門学校
〒451-0052
名古屋市西区栄生２－２５－２４
TEL / FAX : 052-551-7639
URL : http://www.meitetsu-hospital.jp/school/

▼教員一同

第１期生　戴帽式　昭和４１年１０月１１日

副学校長
寺島みえ
※平成 27年 4月より
就任いたしました。

名鉄看護
専門学校
名鉄看護
専門学校



３年目

２年目

１年目

12月：宣誓式

４月：入学式

看護師
debut !

３月：卒業式
看 護 師 国 家 試 験

毎年 11 月：学校祭

　３年間の学校生活
で、看護に必要な知
識・技術・態度を身
につけるだけでなく、
科学的に考えること
ができる看護者の育
成を目指しています。
　ひとりひとりの個
性を尊重したきめ細
やかな指導をモット
ーに、自ら学んでい
く力を養い、生涯に
わたって課題を持ち
続けていけるように
取り組んでいます。
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山本　佳奈
４月より名鉄病院で研修医とし
て働かせて頂くことになりまし
た。至らない点が多く、ご迷惑
をおかけすることも多いと思い
ますが、一生懸命がんばります
ので、よろしくお願いいたしま
す。

磯部　雄貴
４月より名鉄病院で研修医とし
て働かせていただくことになり
ました磯部です。ご迷惑をおか
けすることが多いと思います
が、精いっぱい、元気よく頑張
りますので、どうぞよろしくお
願いいたします。

後藤　健介
４月から名鉄病院で働かせて頂
きます後藤です。浜松医科大学
出身で、大学時代は浜名湖で
ヨットに乗っていました。精一
杯がんばりますので、よろしく
お願いいたします。

奥田　佳世子
４月より、名鉄病院で初期研修
をさせていただいています奥田
です。まだまだ分からないこと
が多く、ご迷惑をおかけするこ
ともあると思いますが、日々成
長できるよう全力でがんばりま
す。よろしくお願いいたします。

髙御堂　裕基
６年間三重で過ごし、このたび
４月より名鉄病院で初期臨床研
修を行わせていただくことにな
りました髙御堂と申します。ま
だ仕事に慣れず、至らぬことが
多いですが、精一杯頑張らせて
いただきたいと思います。よろ
しくお願いします。

４月より名鉄病院に赴任いたしました、循環器内科の野田友則
と申します。名鉄病院はつい最近電子カルテが導入され、また
新病棟も建設中とあって、新たな環境で働くことを楽しみにし
ています。患者様にとって分かりやすい説明を心がけていきた
いと思っています。よろしくお願いいたします。

今年１月に名古屋掖済会病院から赴任して参りました、消化器
内科の奥藤舞と申します。赴任当初は慣れないことも多く、皆
様にご迷惑をおかけしていましたが、５ヶ月が経ち最近は病院
にも慣れてきたと感じています。至らないところもあるかと思
いますが、精一杯頑張りますので、よろしくお願い致します。

野田　友則
（循環器内科）

織田　恒幸
（呼吸器内科）

名古屋大学附属病院から赴任しました織田恒幸と申します。初
めての１人赴任で、よくわからないことが多く、ご迷惑をおか
けすることが多いですが、よろしくお願いいたします。

奥藤　舞
（消化器内科）
※平成 27年 1月赴任

医師（３名） 研修医（５名）

新人医師・スタッフのご紹介
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臨床検査技師（１名） 看護師（２９名）

４月より働かせていただいております、中川真
穂です。先輩方のように臨機応変にテキパキと
行動できるよう、これから努力して参ります。
よろしくお願いします。 新人看護師として、元気な笑顔と挨拶を心がけ、病院を明るくしていきま

す！そして、看護師として、大切な仲間とそれぞれの病棟での経験や悩み
を共有し、刺激しあい、助けあって、自分が目差す看護師に少しでも近づ
けるよう努力していきますので、よろしくお願いいたします。

　当院では、去る３月１４日、名古屋・金山のＡＮＡク
ラウンプラザホテルグランコート名古屋において、「第
５４回名鉄病院集談会」を開催いたしました。
　この会は、職員が日頃の研究成果などを地域の医療・
介護関係者に発表して連携を深めるために開催している
もので、２年ぶりの開催となりました。
　今回は『地域との連携』をメインテーマとして開催さ
れ、学術集会ではまず基調講演として日本病院会・副会
長である末永裕之先生（小牧市民病院・院長）に「超高
齢化社会に向けて医療提供体制と地域医療ビジョンを考
える」というテーマでご講演いただきました。続いて『名
鉄病院をとりまく地域医療連携』と題したパネルディス
カッションを行い、パネラーには、西区医師会の龍華二
郎会長、名古屋第一赤十字病院の稲尾意秀副院長、愛知
県済生会リハビリテーション病院の長嶋正實院長に、介
護セクションから西区北部いきいき支援センターの佐藤
洋子所長にご参加いただき、それぞれの立場から当院周
辺地域の現状と当院への期待をお話しいただき、当院か
らは整形外科・大藪直子部長もパネラーとして発表を行
いました。
　また、学術集会の後にはポスターセッションが行われ、
当院の職員による研究・医療活動の発表がされました。

第 54回 名鉄病院集談会 の開催



URL  http://www.meitetsu-hospital.jp/

病診連携に関するお問い合わせは　　　地域医療連携室　TEL. 052-586-5755　FAX. 052-586-5756

本紙内容に関するお問い合わせは　　　事務部事務 1課　TEL. 052-551-6121（代）　FAX. 052-551-6711

診 療 セ ン タ ー

診 療 科 目 専 門 外 来　※予約制（一部を除く）

名鉄病院では４月から「カンバセーションマップ」を使った糖尿病教室を開催してい
ます。
「カンバセーションマップ」とは、スゴロクのような「会話のための地図」で、糖尿
病に関する知識が満載です。従来の『話を聞く』教室とは違い、5～ 10 人程度のグ
ループで地図を囲み、ゲームのようにみんなで楽しみながら学ぶことができます。
糖尿病は自己管理がとても大切な病気です。同じ病気を持つ方同士で知識や体験、悩
みを話し合うことで、今後の自己管理に役立つことがきっと見つかるでしょう。
「カンバセーションマップ」を用いた糖尿病教室は毎月第１木曜日、従来（講義）型
の糖尿病教室は毎月第２，４木曜日に開催しています。
糖尿病教室に関するお問い合わせは、名鉄病院（代表 052-551-6121）内科受付へお
気軽にどうぞ。（平日の午後２時～午後４時３０分）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●

●●●●●●●

「カンバセーションマップ」
を利用した、新しい『糖尿病教室』
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